
進級・卒業判定基準について 

進級判定に係る規程は下記のとおりであるので、留意すること。 

【金沢医科大学看護学部教務に関する規程】 

（進級の判定） 

第１１条 進級判定の基準となる成績は、その学年中に行った各科目の成績を１００点満点

で評価することとし、９０点以上を秀、８９点～８０点を優、７９点～７０点を良、６

９点～６０点を可、５９点以下を不可とし、可以上を合格、不可を不合格とする。 

２ 進級判定には各科目の成績のほかにその年度内に行った標準試験の成績を含めること

とし、その判定基準は別に定める。 

３ 進級判定は第２項に基づき、看護学部教授会の審議を経て行う。 

４ 進級を認められた者は速やかに公示する。  

（再履修） 

第１２条 進級の認められなかった者は、原則として、その学年の全科目を再履修しなけ

ればならない。ただし、合格と評価された科目の履修の方法等については科目担当教員

の申請により看護学部教授会の審議を経て決定する。  

（卒業の判定） 

第１３条 卒業の判定は本学が定めた卒業要件単位数の修得とともに、第４学年後期の標

準試験の成績を含めて看護学部教授会の審議を経て行う。 



各学年進級判定基準 

金沢医科大学看護学部教務に関する規程第１１条第２項に基づき、進級の判定の基

準を定める。 

(進級判定基準) 

１．第２学年への進級判定基準 

・第１学年前期・後期に開講している全ての必修科目並びに必要な選択科目の単位を修

得していること。

・学年のＧＰＡが２.０以上であること。

２．第３学年への進級判定基準 

・第２学年後期までに開講している全ての必修科目並びに必要な選択科目の単位を修得

していること。

・第２学年後期の標準試験に合格していること。

・学年のＧＰＡが２.０以上であること。

３．第４学年への進級判定基準 

・第３学年後期までに開講している全ての必修科目の単位を修得していること。但し、

保健師・助産師選択コースを履修する場合は、そのコースの選択科目の単位を修得し

ていないと保健師・助産師の国家試験受験資格は得られない。

・学年のＧＰＡが２.０以上であること。

総合順位は、必修科目の GPA（Grade Point Average）による順位で示します。
GPA とは、それぞれの科目の単位数と成績を基に算出したポイントであり、本学
の GPA 算出方法は下図のとおりです。
例として、必修全科目が 100点の場合は GPA ポイント 6.0、必修全科目が 60点
の場合は 2.0となります。
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（GPA算出方法）

単位数の合計

【ＧＰＡについて】
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